
  

 

第１３７６回 例会 ２０１９年（令和元年）９月９日 

（基本的教育と識字率向上月間/ロータリーの友月間） 

 

前回（９月２日）例会記録  

◇プログレス 原山 歩 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介  岡野 秀章 親睦委員       

  ゲスト：２名 地区外：０名 地区内：６名 合計：８名 

  ゲスト：国際ロータリー 第２６６０地区ガバナー 四宮 孝郎 様 

  ゲスト：米山奨学生 ゴーチュンタン 君 

 

２．９月誕生月会員お祝い 

 

  澤田 宗久 会員 （９月 １日） 

  松永 修  会員 （９月 ６日） 

 

 

 

３．会長の時間  塩尻 明夫 会長 

皆様こんにちは。ビジターの皆様、ようこそいらっしゃいました。 

また本日は、大変お忙しい中、四宮ガバナーにもお越し頂いております。心より御礼申し上げます。 

時間の許す限りごゆっくりお楽しみくださいませ。 

本日のプログラム                       （本日のプログレス 原山 歩 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「今日も楽しい」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 卓 話  「対応困難者との交渉術～弁護士業務での経験を通じて」 山川 良知 会員 

・秋の夜半 

・いぬのおまわりさん 

・四季の歌 



 

さて、先日２８日には戦略委員会が開催されました。 

シャトー飯店の個室にて大変熱心な議論が交わされ、中村委員長の素晴らしい取りまとめによって、増強を中心とした 

今後の活動方針を検討し、いくつかの項目を理事会に諮問することとなりました。 

私の会長任期も２か月を経過しましたが、全てこういった状況です。各委員長はじめ皆様のお陰で、大変気楽に会長を 

務めさせて頂いております。もちろん増強に関してはこれからも頑張っていかなければならないのですが、本日は増強 

にも資する「奉仕活動」の基本的な考え方についてお話したいと思います。 

皆様、私が今手にしている「サン・パトリニャーノ」というワイン銘柄をご存知でしょうか？ 

美しいアドリア海に面した「リミニ」という町で素晴らしいワインの数々を造り、イタリアだけではなく世界的にも非常に高い 

評価を受けているワイナリーです。 

私もこの赤ワインを中心に良く頂いていますが、手ごろな値段なのに本当にパワーと厚みや複雑さのある味で、肉料理は 

もちろん癖のあるチーズといった食材にも全く負けない非常に良いワインです。 

しかしこのワイナリーにはもう一つの秘密があります。 

このワイナリーは、若者達を麻薬の連鎖から断ち切るための一角を担う施設の一部なのです。 

１９７８年にヴィンチェンツォ・ムッチョーリ氏によって設立されたこの施設は、麻薬中毒の若者らが技術習得と社会復帰を 

目的として、家族の様に絆を深めながら、葡萄の栽培からワインの醸造、酪農から生ハムや乳製品の加工、服飾、 

プロダクトデザインなど様々な事業に従事しています。 

特筆すべきは、この活動費が単なる寄付ではなく、受講生の生産活動による収益によっても賄われているということです。 

また、各分野ともイタリアでトップクラスの専門家が、恐らく全くのボランティアで技術指導に携わることでも知られています。 

この施設は、こういった高度に組み立てられた持続的な仕組みにより、非常に高い更正率を誇っているとのことです。 

もう一つの例をご紹介しましょう。 

今から３０年近く前、ある日本人女性が南の国のある島に住むことになりました。 

その女性は、最初はちょっとした趣味だったようですが、現地の女性たちに自分の得意な「キルト」づくりを教えはじめ 

ました。そのうち、現地の皆さんの素晴らしい感性から生まれた美しいキルトは、日本など海外でもだんだんと知られる 

こととなり、人気を得ていきます。 

今では、このキルトは現地の重要な収入源と言われるまでになりました。 

その島の名前は、皆さんよくご存じの「カオハガン島」。 

澤田会員が長年歯科医療奉仕を行っている、わがクラブにとっても大変大事な島です。 

ロータリーの４大奉仕については様々に議論がなされていますが、こういった奉仕活動はその答えの一つと思います。 

自らの職業を生かして世界に貢献し、そしてそれを持続的な社会実現のための仕組みとする。その過程をクラブの 

皆が共有して喜びとする。 

１２月のクリスマスの家族懇親会で、このような活動を楽しめる企画も、山川親睦委員長をはじめとする皆さんと検討を 

進めております。うまく行くかまだまだ不安ではありますが、皆様のご協力と楽しい参加をお願い申し上げます。 

以上で会長の時間を終わります。 

 

４．米山奨学金授与 

 

塩尻会長より、米山奨学生ゴーチュンタン君に奨学金が授与されました。 

その後、簡単に近況報告をしていただきました。 

 

 

 

 

 



 

５．ニコニコ報告  吉本 力 親睦委員 

原山 会員・・・・本日の例会は司会デビューです。精一杯頑張りますので宜しくお願いいたします。 

中村 会員・・・・クラブ戦略計画委員会ご出席の皆様ありがとうございました。 

澤田 会員・・・・本日バヌアツ共和国でお世話になった八尾RCのメンバーと同窓会を開き、友情と親睦を深めます。 

伊藤 会員・・・・先々週はケニアに行ってライオンやキリンを追っかけていました。この地区は一夫多妻制で、男性に 

          とっては羨ましいところです。 

沖、吉本、小島、俣野、岡野、平山、小山、林、新川、松永、甚田、岡本(茂)、宮原、岡本(真)、 

各会員・・・・第２６６０地区ガバナー 四宮孝郎様をお迎えして 

澤田、松永、両会員・・・・９月お誕生月 

俣野、岡本（茂)、松永、大磯、各会員・・・・９月創立記念日 

岡本(茂) 会員・・・・９月結婚記念日 

 

６．出席報告 原山 歩 副ＳＡＡ 

会員総数 ３４名 出席率計算会員数 ３２名 出席会員数 ２１名 出席率 ６６％ 

第１３７４回（８月１９日） 修正出席率 ９１％ 

 

７．卓  話 国際ロータリー 第２６６０地区ガバナー 四宮 孝郎 様 

 

マーク・ダニエル・マローニーRI会長テーマ  

“ROTARY CONNECTS THE WORLD”  ～ロータリーは世界をつなぐ～ 

 マローニー会長はこのテーマを決めるにあたり、次のような思いを語っておられます。 

ロータリーを通じて、私たちはつながります。 

ロータリーで私たちは、お互いの違いを超え、深く、意義あるかたちでお互いにつながることが

できます。ロータリーがなければ出会うことがなかった人びと、職業上の機会、私たちの支援を

必要とする人たちとのつながりをもたらしてくれます。私たちは互いに、また地域社会とつながり、

同じクラブの会員だけでなく、私たち全員が属する世界的コミュニケーションの人たちとつながっています。 

ロータリーでの体験の中核にあるのが、このつながりです。それがあるから、私たちはロータリーに入会し、ロータリーに 

とどまるのです。ロータリーを成長させる方法も、つながりあります。そして、これが 2019-2020年度のテーマです。 

比類なき基盤を有するロータリーを通じて私たちは、人類の素晴らしい多様性とつながり、共通の目的を追求しながら 

末永く深い絆をつくり出します。』 

この身近な言葉で語られている RI会長テーマに基づき、2019～20年度 第 2660地区年次目標を 6項目掲げました。 

 

1. クラブビジョンの策定 

  近年、国際ロータリーでは、柔軟性と多様性が強調されており、大きな潮流の変化は加速度的に進んでいます。 

その為私たちの地区、及びクラブの地域特性、歴史、規模に合った独自のビジョンを策定する必要があります。 

 まずクラブ内の分析をしなければなりません。 

 年齢分布表 （10年前・5年前・現在） 

 平均年齢 （10年前・5年前・現在） 

 過去 10年間の入退会者数 

 この分析結果をもとにクラブ内で話し合う機会を作り、会員相互で問題意識を共有しましょう。そして「変えてはならない 

ロータリー」「変えなければならないロータリー」を各クラブにて明確にしましょう。 

 

 



 

2. 会員基盤の強化を計る 

  職業分類制度を今一度見直し、男女の構成比、及び年齢別分類の分析をもとに、多様な会員の入会を促進する 

必要があります。一方で会員が退会する原因を把握し、その改善に努めなければなりません。 

3. ポリオ撲滅への協力 

  ポリオ撲滅はロータリーの最優先事項であり、世界中で撲滅されるまで、この活動を続けなければなりません。 

4. ロータリー財団への寄付増進 

 年期基金   1人あたり 150ドル 

 ポリオ基金  1人あたり 50ドル 

 恒久基金   ベネファクター 各クラブ 1人以上 

5. 米山記念奨学会への寄付増進 

 1人あたり 3万円 

6. 公共イメージの向上を計る 

  IMロータリーデーやクラブ事業等を利用して、会員以外にロータリーに触れて頂く機会を設けることを強く推奨致します。 

 My Rotary登録率   60％以上 

 クラブセントラル活用率   75％以上 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

 クラブへの強調事項 

①効果の持続性が期待される有意義な奉仕事業（活動の絞込み） 

 近年、残念ながら会員数が減少しているクラブにおいては、各奉仕部門の委員会を兼務されている委員長もおられ 

ます。その状況でも充実した奉仕活動を実践されていることは素晴らしいことですが、ともすれば単に過去の活動 

の踏襲に陥り、検証すれば実際のニーズと離れたものになるケースがあるかもしれません。 

今年度は、再度検証され、奉仕活動を絞り込み、より一層有意義な活動をされることも選択肢の一つとして推奨 

致します。 

②ロータリーファミリーの絆を深める 

 ロータリーファミリーとは、青少年奉仕部門（インターアクト・ローターアクト・青少年交換・RYLA）や米山奨学生、 

財団奨学生等ロータリープログラムのメンバー、並びに卒業・経験者であるロータリー学友の人達を表します。  

このロータリーファミリーの絆を深めることが、これからのロータリーを支える礎となります。様々な機会を捉えて 

会員の方にファミリーの活動を知って頂きましょう。 

③ロータリー賞の獲得を目指す 

ロータリー賞の獲得は決して困難なものではありません。目標を立て、是非各クラブが獲得されるように 

目指して下さい。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

  私は、次年度地区スローガンを設定するにあたり、2つのことを思い描きました。 

 

 ①常に相手の目線に立ったロータリーの奉仕活動を 

私たちは奉仕活動をする際、常に相手の方に寄り添い、同じ目線に立って計画し、実施して参りましょう。これにより 

真のニーズが把握でき、より実りの多い活動となることでしょう。そして感動と共に奉仕の喜びを分かち合いましょう。 

  ②新会員と共に 

入会 3年未満の会員の退会理由には、様々なものがあると思いますが、真の理由は「寂しさ」にあると思います。 

新しい仲間に寄り添い、新たな友人が出来た喜びを分かち合いましょう。それがロータリーの発展にも繋がります。 

そこで地区スローガン “Stand By You”～あなたと共に～ を掲げました。 

これからの 1年間クラブの皆様と共に考え、悩み、歩み、そして楽しんでまいりたいと思っております。 

どうぞ宜しくお願い申し上げます。 



 

 

・・・大阪国際がんセンターと私・・・           小島 常男 会員           

 

大阪城の西側、大阪府庁と大阪府警に挟まれた場所の道路側に重粒子線センター、奥に大阪国際がん 

センターがあります。大きな凸凹のある白黒のユニークな建物が大阪国際がんセンターで、元は森之宮に 

あった成人病センターです。2017年に出来たので設備は新しくエスカレータで移動でき、床がカーペット 

なのは驚きです。入院するときにスーツケースを持っていても音がゴロゴロ鳴りません。24時間コンビニと 

カフェドクリエ、レストランも普通に街中にあるような感じです。病室からは大阪城が一望できました。 

反対側の病室でも各フロアに大阪城を眺められるスペースがあります。 

また職員さんの対応が丁寧で、看護師さんも医師の方々も親切丁寧なので感動しました。帰りは自動支払機で 

清算するので待ち時間も少なくてスムーズです。 

次に入院することがあれば間違いなくここを選びます。 

私の病気ですが、7月初旬、大丸心斎橋店新本館内装打ち合わせの最中に血尿が出たのでびっくりして 

掛かり付けの岩佐先生（大阪心斎橋ＲＣ）を訪ねました。検査の結果、初期のガンらしいとのことで大阪国際 

がんセンターの泌尿器科西村主任部長を紹介していただきました。岩佐先生からこの患者は 9月に新本館 

グランドオープンを控えているので早めに手術して欲しいとの有難い連絡をしていただき、8月初旬内視鏡 

手術を受けました。病理検査でも悪性度は低いとのことでほっと胸をなでおろしていますが、膀胱がんは再発 

しやすく、知り合いにも何人かそういう人がいました。しかしその都度早めに手術すれば大丈夫なようです。 

術後、入院中に胸が苦しくなり調べてもらうと太い心臓の血管が一か所狭くなっており心筋梗塞一歩手前と 

いうことで、膀胱の出血が治まってきたらカテーテルでステントを入れる手術を受けることになりました。 

がんセンターで心臓の手術を受けられるとは思ってもいませんでしたが、最新の立派な設備があり、腫瘍循環 

器科の藤田主任部長に手術をしていただきました。手首に麻酔するだけで血管にカテーテルを入れる手術で 

意識はずっとあり、途中バルーンを膨らますところでは胸が苦しかったのですが、画像を見せていただくと 

ステントのおかげで細くなっていた血管は太くなり大事に至らずに済みました。 

検査や入院中に意外だったのはお客様や知り合いによく会うことで、お互いに苦笑いしながら同病相憐れんで 

おりました。 

 

 

<大阪国際がんセンター（手前は重粒子線センター）>             

 

 

 

 

 

 

 

<病室からの眺め> 

 

 

 

 

 



 

 

８．地区大会PR  大阪西南ロータリークラブ 朏 律子 様  長谷川 章 様 

 

今年度地区大会は 12月13日（金）～14日（土）に開催されます。 

場所は 13日リーガロイヤルホテル、14日は大阪国際会議場です。 

地区テーマ「Stand by you あなたと共に」を実感する場として現在鋭意準備中で 

ございます。 

14日の本会議では公開シンポジウム「若者が躍進する世界を目指して」として、 

出演者は大畑大介（元ラグビー日本代表）、鳥谷 敬（阪神タイガース内野手）ですので 

ご家族、ご友人をお誘いの上、皆様のご参加をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

☆次回９月３０日（月）例会予定 

         ・フリートーク 

 

 

 

 

 

９月度理事会報告 

２０１９年９月２日（月）於：ホテル日航大阪 １３：４０～１４：４０ 

（議 案） 

１． ８月度会計報告：承認 

   ２.会計監査報告について：証票等と帳簿（銀行帳）を突合し正当性・妥当性を確認する 

   ３．クラブ戦略計画委員会について：「増強デー」の設定等、増強委員並びに戦略委員に一任された 

４．バリ島奉仕活動について：現在参加者約１０名の予定 

   ５．ロータリー賞について：会長より該当項目の説明がなされ、周知された 

   ６．その他 

    ・女性会員受入れについて：塩尻会長、清水会員にて現在交渉中 

・クリスマス懇親会について：次月以降検討 

・クラブスローガンについて：「多様性」とすることで承認 

・会員会費未収について：会長幹事にて確認 

・元米山奨学生支援について：有志にて支援することで承認 

・佐賀長崎水害支援について：５００円/人で承認 

・日航ホテル食事代値上げについて：１０月より軽食を取り入れることで承認 

 


